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５
５
０
人
が
参
加
し

輪
島
大
祭
を
再
現

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ま
れ
」
は
現

在
、順
調
に
撮
影
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
10
月
に
は
、
ヒ
ロ
イ
ン

津
村
希
役
の
土
屋
太
鳳
さ
ん
や
父

役
の
大
泉
洋
さ
ん
、母
役
の
常
盤
貴

子
さ
ん
ら
主
要
な
キ
ャ
ス
ト
が
参

加
し
、
輪
島
市
を
中
心
に
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

能
登
の
ロ
ケ
で
は
、揚
げ
浜
塩
田

で
の
塩
作
り
や
輪
島
塗
の
制
作
風

景
、
朝
市
の
に
ぎ
わ
い
な
ど
、
物
語

に
関
連
し
て
能
登
の
た
く
さ
ん
の

魅
力
が
登
場
。
見
物
人
や
担
ぎ
手

な
ど
５
５
０
人
も
の
エ
キ
ス
ト
ラ

が
協
力
し
て
８
基
の
キ
リ
コ
が
練

り
歩
き
、
輪
島
大
祭
も
再
現
さ
れ

ま
し
た
。

希の祖母代わり
希の祖父代わり

桶
おけ

作
さ く

文
ふ み

 役
田
た
中
な か
裕
ゆ う
子
こ
さん

桶
お け

作
さ く

元
が ん

治
じ

 役
田
た
中
な か
泯
み ん
さん

輪島市を中心に
行った能登での
撮影では、たくさ
んの市民が参加
しました
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表紙について

8月下旬～5月中旬にかけて出荷され
る加賀れんこん。泥付きの新鮮さで地
元はもちろん、県外でも人気の味覚で
す。また、れんこんは穴が開いていて
先がよく見えることから、「見通しがき
く」縁起のいい食べ物で、お正月に食
べられた方も多いのではないでしょう
か。れんこんのように石川県の前途も
洋々。2015 年は、北陸新幹線開業や
連続テレビ小説「まれ」の放送など、注
目されるトピックが目白押しです。ふる
さとの明るい未来に期待が高まります。

表紙イラスト制作／丸口洋平（金沢市出身）
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　連続テレビ小説「まれ」は、北陸新幹線金沢
開業と時を同じくしてスタート。県では、能登の本
物の魅力を全国へアピールする絶好の機会と考え
ています。国民からの期待も高い連続テレビ小説は
大きな誘客効果が期待でき、大河ドラマ「利家とま
つ」が放送された平成 14年には観光入り込み客
数が前年比で 100万人以上増加しました。

　県では昨年９月、このチャンス
を最大限に生かすため、周辺５
市７町、観光団体などとともに、
連続テレビ小説「まれ」推進協議会を発足しました。
　同協議会では、PRステッカーやのぼり旗を製作
するなどの広報活動に取り組み、「まれ」を契機に能
登の魅力の継続的な発信に力を注いでいます。

協議会では、「ま
れ」の効果を最
大限に発揮する
取り組みに知恵
を絞ります

新 幹 線 開 業 と な る  3月  に 放 送 開 始

津
つ

村
むら

希
ま れ

 役
土
つ ち
屋
や
大
た
鳳
お
さん

津
つ

村
む ら

藍
あ い

子
こ

 役
常
と き わ
盤貴

たか
子
こ
さん

津
つ

村
む ら

徹
とおる

 役
大
お お
泉
いずみ
洋
よ う
さん

希の父 希の母 ヒロイン

に
大注目

3月30日（月）放送開始！
3月30日（月）から9月26日（土）

まで能登を舞台にしたＮＨＫ

連続テレビ小説「まれ」が放送

されます。能登の里山里海で

描かれるヒロインと家族、友

達などがつむぐ物語に注目が

高まっています。

「「まれまれ」」のの
      あらすじをあらすじを

　都会で父親が破産寸前になり、家族で
夜逃げのように能登の漁村に移ってきた
小学生のヒロイン・希。塩田を営む夫婦
の家に間借りをするが、能登で一旗揚げ
ようとした父はまたも失敗。母が塩田で
父に代わって力仕事をこなし、希と弟の４
人家族を明るく養う。
　７年後。高校卒業を控えた希の就職
先は、輪島市役所。夢を追って失敗ばか
りの父を反面教師に地道な仕事を選んだ
のだ。市役所での仕事は、能登への移住
者をサポートする仕事だった。希は夢を
持って能登に来た人々をサポートするうち
に、自分の夢＝パティシエへの思いを取り
戻す。
　「もう一度あの時の幸せな気持ちを人
に与えたい」、希は家族の反対を押し切
り横浜の洋菓子名門店に弟子入り志願す
る。フランス帰りの頑固パティシエが作
るケーキは、かつての想い出のデコレー
ションケーキと同じ味だった。
　洋菓子修業のさまざまなトラブルやコ
ンクールへの挑戦、父との別れ、結婚と
仕事の両立・・・。希はさまざまな試練を
乗り越えつつ、いつしか心の故郷になって
いた能登に再び帰り、自分の店と家族を
持つ決心をする。

チェックチェック
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た
く
さ
ん
出
会
っ
た

能
登
の
”人
“が
魅
力
で
し
た

　

10
月
に
輪
島
市
を
中
心
に
行
っ
た
ロ

ケ
で
は
、お
か
げ
さ
ま
で
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
迫
力
満
点
の
輪
島
大
祭
の
様
子
な

ど
、
と
て
も
い
い
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
か
ら
も「
希
ち
ゃ
ん
、が
ん
ば

っ
て
」
な
ど
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
出

演
者
も
楽
し
く
撮
影
に
臨
め
た
よ
う
で

す
。

　

実
は
、そ
ん
な
地
元
の
人
た
ち
の
温
か

さ
が
、
ド
ラ
マ
の
設
定
を
能
登
に
決
め
た

大
き
な
理
由
の
一
つ
で
す
。一
昨
年
の
夏

ご
ろ
か
ら
物
語
の
舞
台
を
探
し
て
各
地

を
回
る
中
で
、能
登
を
訪
れ
ま
し
た
。す

る
と
、
行
く
先
々
で
皆
さ
ん
、
伝
統
や
地

域
の
習
慣
な
ど
を
本
当
に
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
た
の
で
す
。ア
ポ
イ
ン

ト
を
と
っ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
ど
う
ぞ
、ど
う

ぞ
」と
、招
き
入
れ
て
く
れ
る

方
が
多
く
、
と
て
も
外
に
開

け
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
で
は
、
都
会
か
ら

主
人
公
の
一
家
が
能
登
に
移

住
し
、成
長
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
は

パ
テ
ィ
シ
エ
を

目
指
し
て
横

浜
へ
と
旅
立

ち
ま
す
。
そ

の
後
、
能
登
に

再
び
戻
り
、
お

店
を
開
く
ス
ト

ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ

ま
す
。”風
の
人
“が
大
好

き
な
場
所
を
故
郷
に
選
び
、”土

の
人
“に
な
る
と
い
う
テ
ー
マ
を
描
く
上

で
、
外
か
ら
来
た
人
も
迎
え
入
れ
る
能

登
の
人
た
ち
の
ぬ
く
も
り
は
欠
か
せ
な

い
要
素
だ
っ
た
の
で
す
。

　

連
続
テ
レ
ビ
小
説
は
、見
る
人
が
元
気

に
な
る
ド
ラ
マ
で
す
。
石
川
県
の
皆
さ
ん

に
も「
ま
れ
」か
ら
毎
朝
、
活
力
を
届
け

ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ド
ラ
マ
を
通
じ
て
全
国
に

能
登
の
よ
さ
を
発
信
し
た
い

　

ド
ラ
マ
の
製
菓
指
導
で
は
、お
菓
子
作
り

の
所
作
が
不
自
然
に
な
ら
な
い
こ
と
と
、時

代
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
お
菓
子
の
デ
ザ
イ

ン
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。ヒ
ロ
イ
ン
・
希
役
の
土
屋
太
鳳

さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
た
だ
け
あ
っ

て
運
動
能
力
が
高
く
、リ
ズ
ム
感
も
よ
く
飲

み
込
み
が
早
い
。
指
導
後
も
ク
リ
ー
ム
を

自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
練
習
す
る
な
ど
、と
て

も
努
力
家
で
、役
づ
く
り
に
か
け
る
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
お

菓
子
に
石
川
の
食
材
を
ど
う
生
か
す
か
、試

作
を
重
ね
な
が
ら
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
な

の
で
、楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
パ
テ
ィ
シ
エ
を
志
し
た
き
っ
か
け

は
、小
学
生
の
と
き
、初
め
て
食
べ
た
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
に
感
動
し
た
こ
と
で
し
た
。「
人

を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
お
菓
子
を
作
り

た
い
」
と
い
う
思
い
が
、
い
ま
も
自
分
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
能
登
に
生
ま
れ
、

絞
り
た
て
の
牛
乳
や
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど

「
本
物
の
味
」
を
食
べ
て
育
っ
た
こ
と
も
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。「
能
登
は

や
さ
し
や
土
ま
で
も
」
と
言
わ
れ
る
と
お

り
、
能
登
の
人
々
は
人
情
に
あ
ふ
れ
、
土
地

に
根
付
い
た
人
間
本
来
の
営
み
が
残
っ
て

い
ま
す
。
き
ら
び
や
か
な
加
賀
に
対
し
て
、

能
登
に
は
い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
３
月
に
は
北
陸
新
幹
線
も
開
業

す
る
の
で
、「
ま
れ
」
を
通
じ
て
能
登
の
魅

力
が
全
国
に
伝
わ
り
、多
く
の
人
が
能
登
を

訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

高
た か
橋
は し
 練
れ ん
さん制作統括

トさ
れ

“が
大
好

郷
に
選
び
、”土

制作統括 高橋練さん、
製菓指導 辻口博啓さんに聞く

辻
つ じ
口
ぐ ち
 博
ひ ろ
啓
の ぶ
さん製菓指導

連続テレビ小説「まれ」の制作統括を務め
る高橋練さん（ＮＨＫチーフ・プロデュー
サー）と、七尾市出身のパティシエで製
菓指導を担当する辻口博啓さんに、
能登の印象やドラマへの期待

などを聞きました。

I n t e r v i e w
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「まれ」の撮影には、輪島市出身の俳優などの県ゆかりの方や地元の住民が数多く協力しています。そんな皆さんに撮影の舞台ウラをこっそり教えてもらいました。

　輪島塗職人・井
い

田
だ

和
かず

彦
ひこ

役で出演するとともに、能登ことば指導も手がけて
います。実家は朝市通りで漆器店を営んでいて、お話をいただいたときは、不
思議な縁と大きなやりがいを感じました。なぜなら、役者になってからずっと、
「輪島の言葉で芝居をしたい」という思いを持ち続けていたからです。
　しかも、その夢がかなう舞台が、連続テレビ小説となればいうことはありま
せん。「まれ」にはメインキャストだけでなく、1度しか出演しない方でも、著名
な方々がたくさん登場します。これだけ豪華な役者陣が、故郷の言葉を話して
くれるのはありえないことであり、皆さんもぜひ
注目してください。
　地元に根付いた言葉には、歴史や文化、自然
など地域の風土が色濃く表れていると思います。
ドラマを通して、故郷の輪島、石川の魅力を少し
でも全国に発信していきたいですね。

　輪島市では、能登でのロケに関して、エキス
トラの募集や手配をしたり、撮影に必要な小
物を借りたりするなどの協力をさせていただき
ました。10月のロケで印象に残っているのは、
やはり輪島大祭の再現シーンです。当日は、市
内の厄年の男性で結成し神社の祭事を取り仕
切る御

お

当
とう

組や町内会、エキストラなど、たくさ
んの市民の方々に参加していただきました。
　撮影では、主演の土屋太鳳さんが祭り太鼓をたたく場面がありました。土屋さんは
体育大学の現役学生でもあり、リズム感もよく、地元の人が一度たたいて見せると、
すぐに再現しました。あまりにも見事なバチさばきに、みんなびっくりしていました。
　祭りのシーンは、撮り終えたカメラスタッフが、「心が震えたよ」と興奮するほど。
おかげさまで本番に負けない迫力になったと思います。ぜひご期待ください。

　自宅で輪島塗の塗師屋を営んでいます。一昨年にＮＨＫの人たちが訪れ、「ド
ラマの参考に」ということで漆器の仕事や郷土食などについて、いろいろなお
話をしました。当時は連続テレビ小説の舞台になるとは全く考えていませんでし
たので、放送が決まった時はとても驚きました。
　ドラマでは、自宅を撮影場所として提供し、私自身も歩行者や買い物客として
エキストラ出演しました。ロケ現場を見ると、1カットだけでも時間をかけて何度
も撮影したり、深夜から準備したりするなど、1本
のドラマを作るのにスタッフの皆さんがたくさんの
情熱を傾けているのが分かりました。今から放送
が本当に楽しみです。それに、出演者の皆さんもと
ても気さくで元気な方ばかり。10月の撮影中は町
中が活気づいているようで、放送前から「まれ」の
効果はすでに始まっていますよ。

「まれ」の舞台ウラ

言
葉
に
に
じ
む

輪
島
、石
川
の

魅
力
を
全
国
へ

土
屋
太
鳳
さ
ん
の

見
事
な

バ
チ
さ
ば
き
に
び
っ
く
り

希
ち
ゃ
ん
効
果
は

す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す

共演者は見た

輪島市職員は見た

エキストラは見た

むむむむ

ゃゃゃゃゃゃ
んんんんんん
効効効効効
果果果果果果果
はははははは

塩
し お
山
や ま
誠
せ い
司
じ
さん

俳 優
輪島市出身

保
ぼ う
下
し た
 徹
とおる
さん

輪島市フィルム
コミッション
推 進 係 係 長

大
お お
﨑
さ き
悦
え つ
子
こ
さん

輪 島 市
在 住

台本をチェックする塩山さん

ドラマには輪島塗の作業風景も数
多く登場

たくさんの方が協力し、祭りの熱気を再現
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Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
営

業
区
間
は
、
通
勤
や
通
学
な

ど
多
く
の
県
民
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
区

間
を
経
由
し
て
七
尾
線
や
金

沢
駅
以
西
、
富
山
方
面
へ
と

向
か
う
方
も
多
く
、
大
変
重

要
な
路
線
で
す
。

　

Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
で
は

開
業
後
の
運
賃
を
決
定
。
開

業
後
１
〜
５
年
目
の
運
賃
は

現
行
Ｊ
Ｒ
運
賃
の
平
均
１
・

０
９
倍
程
度
、
６
年
目
以
降

は
平
均
１
・
１
４
倍
程
度
と

し
、
既
に
開
業
し
て
い
る
他

の
並
行
在
来
線
会
社
を
大
き

く
下
回
る
水
準
に
抑
制
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
利
用
者
の

約
８
割
が
Ｊ
Ｒ
線
や
あ
い
の

風
と
や
ま
鉄
道
線
と
の
乗
り

継
ぎ
利
用
者
で
あ
り
、
乗
り

継
ぎ
に
伴
う
負
担
が
最
大
で

現
行
運
賃
の
２
倍
程
度
と
な

る
区
間
も
見
込
ま
れ
る
た

め
、
乗
継
割
引
を
導
入
し
ま

し
た
。
割
引
区
間
の
平
均
運

賃
は
、
現
行
の
１
・
１
倍
か

ら
１
・
２
倍
程
度
と
大
幅
に

抑
え
て
い
ま
す
。

　

開
業
時
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
現
行
の
運
行
本
数
を
維
持
し

た
上
で
、
北
陸
新
幹
線
「
か
が

や
き
」
の
始
発
・
最
終
列
車
に

接
続
す
る
列
車
を
金
沢
―
高
松

間
に
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

金
沢
駅
発
現
行
22
時
台
の
富
山

や
七
尾
方
面
に
向
か
う
最
終
列

車
時
刻
を
繰
り
下
げ
た
ほ
か
、

特
急
列
車
通
過
の
た
め
の
待
ち

時
間
の
解
消
で
金
沢
―
富
山
間

の
平
均
所
要
時
間
を
短
縮
す
る

な
ど
、
利
用
者
が
よ
り
使
い
や

す
い
よ
う
に
知
恵
を
絞
っ
て
い

ま
す
。

　IRいしかわ鉄道は、石川
県、県内市町、民間企業が出
資し、平成24年8月に誕生し
た鉄道会社です。JR北陸線
の金沢駅̶倶利伽羅駅間の鉄
道事業を引き継ぎます。
　社名は多くの応募の中から
選ばれたもので、「Ishikawa 
Railway」の頭文字から名付
けられました。“愛（I）ある
（R）”鉄道として、県民の皆
さんに親しまれる鉄道会社を
目指しています。

運
賃
増
を
抑
制

ダ
イ
ヤ
は
利
便
性
向
上

開業準備こちらも着々開業準備こちらも着々

ＩＲＩＲいしかわ鉄道いしかわ鉄道
3月14日の北陸新幹線金沢開業とともに、「ＩＲいしかわ鉄道」が、金沢駅3月14日の北陸新幹線金沢開業とともに、「ＩＲいしかわ鉄道」が、金沢駅̶̶倶利伽羅駅倶利伽羅駅
((津幡町津幡町))までの区間をＪＲ西日本から引き継ぎ、生活に密着した路線の運行を担っていまでの区間をＪＲ西日本から引き継ぎ、生活に密着した路線の運行を担ってい
きます。きます。

発車オ～ライ！
発車オ～ライ！

県・市町・民間が出資して誕生県・市町・民間が出資して誕生

IRいしかわ鉄道IRいしかわ鉄道

コーポレートカラー
として空色のような

明るい青色を採用。未来へ
向かって何事にも積極果敢
に取り組み、困難を乗り越
えていくという思いを表現
しています
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開
業
に
向
け
本
社
を
移
転

金沢
160円

220円

270円

360円

東金沢
160円

230円

360円

森本
230円

270円

津幡
230円 倶利伽羅

普通運賃（開業時）

高松発 津幡発 森本発 東金沢発 金沢着 北陸新幹線「かがやき」
 5：16 5：36 5：42 5：45 5：49 金沢発 6：00 

▲

 東京着 8：32

 北陸新幹線「かがやき」 金沢発 東金沢着 森本着 津幡着 高松着
東京発 21：04 

▲  金沢着 23：35　 23：43 23：46 23：49 23：55 0：16

金沢駅で北陸新幹線始発に接続する列車

金沢駅で北陸新幹線最終から接続する列車

 現行金沢発 金沢発 東金沢着 森本着 津幡着 倶利伽羅着 富山着
　 22：48 23：01 23：05 23：08 23：13 23：18 23：58

繰り下げられた金沢駅発富山方面への最終列車

 現行金沢発 金沢発 東金沢着 森本着 津幡着 七尾着
　 22：41 23：06 23：10 23：13 23：19 0：26

繰り下げられた金沢駅発七尾方面への最終列車

ＩＲいしかわ鉄道

　

昨
年
11
月
に
は
、
県
庁
舎

内
に
あ
っ
た
本
社
を
旧
Ｊ
Ｒ

西
日
本
金
沢
支
社
ビ
ル
（
金

沢
市
高
柳
町
）
に
移
転
し
ま

し
た
。
鉄
骨
造
り
３
階
建
て

の
社
屋
は
、
運
行
や
施
設
、

電
気
管
理
の
各
機
能
を
備

え
、
車
両
基
地
や
線
路
に
も

隣
接
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
を

拠
点
に
、
安
全
・
快
適
な
運

行
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

359

359

8

8

304

159

北陸新幹線

あいの風
とやま鉄道線

ＪＲ七尾線

北陸自動車道

の
と
里
山
海
道

ＪＲ北陸線

北
陸
鉄
道
浅
野
川
線

金沢駅

東金沢駅

森本駅

津幡駅

倶利伽羅駅

ＩRいしかわ鉄道線

路線図

ダイヤは現行の運行本数を維持し、さまざまな工夫で利便性を追求
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明
る
い
青
色
を
基
調
に

五
彩
を
描
く

　

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
Ｉ
Ｒ
い

し
か
わ
鉄
道
で
は
、
車
両
や
制
服
の

デ
ザ
イ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
発
表
し
た
車
両
の
デ

ザ
イ
ン
は
、
他
の
会
社
の
車
両
と
識

別
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
開
業
後

も
県
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
存
在
と

し
て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も

の
と
し
ま
し
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
の
明
る
い
青
色
を
、
車
体
の
正

面
全
体
や
側
面
を
飾
る
太
い
直
線
的

な
ラ
イ
ン
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
側
面
に
大
き
く
配
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ

鉄
道
は
5
編
成
（
10
両
）
の
車
両
を
保

有
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
石
川
ら

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
車

両
側
面
の
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
に
加

賀
五
彩
の
５
色
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し

ま
し
た
。

　

駅
務
員
・
乗
務
員
、
技
術
ス
タ
ッ

フ
の
制
服
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
内

で
製
造
し
た
素
材
な
ど
を
採
用
し

て
、
安
心
感
と
信
頼
感
を
表
す
ネ
イ

ビ
ー
ブ
ル
ー
を
ベ
ー
ス
に
襟
元
な
ど

に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
を
使
い
、

帽
章
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

IRいしかわ鉄道
代表取締役社長

　鉄道事業は、地域から離れて存在
することはできません。しかも、IRい
しかわ鉄道は、県や市町、地元企業
の出資を中心に設立された会社で
す。通勤や通学など、日常生活に根
ざしたマイレールとして、県民の皆さ
まに長年にわたって愛される鉄道を
目指していきたいと考えています。
　そのため、社員には、“明るく、
元気に、素直に”業務にあたり、利
用者の皆さまと丁寧に接するよう

にと話しており、3月14日の運行開
始まであと1カ月に迫った今は、安
全を第一に最終チェックを進めて
いるところです。
　開業後も、IRいしかわ鉄道では、
地域の方々や隣接する鉄道会社な
どと連携し、石川のにぎわいづくり
に少しでも貢献できればと考えて
います。県民の鉄道「IRいしかわ鉄
道」を応援いただくうえでも、ぜひ
ご乗車いただければと思います。 七

しちの

野利
としあき

明さん

県民の鉄道として愛されるマイレールに

車
両
、
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
発
表

親
し
み
や
す
い
”愛
あ
る
鉄
道
““にに

赤／臙脂（えんじ）系色

黄／黄土（金）系色

緑／草 系色

紫／古代紫 系色

紺青／藍 系色

ストレッチ素材を採用し、動きやすさや着心地
のよさにも配慮
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駅
舎
を
利
用
し
た

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
と
県
、
市
町
、

経
済
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
開
業
前
か

ら
利
活
用
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
４

月
に
は
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ
る

県
内
Ｊ
Ｒ
全
３７
駅
の
利
用
者
へ
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
布
や
列
車
中
づ
り
広
告
の

掲
載
な
ど
、
積
極
的
な
広
報
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
沿
線

の
皆
さ
ん
全
員
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
駅
舎
の

活
性
化
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
森

本
商
店
街
振
興
会
主
催
の
森
本
駅
で
の

加
賀
野
菜
と
れ
た
て
朝
市
の
開
催
や
、

金
沢
星
稜
大
学
の
学
生
に
よ
る
東
金
沢

駅
コ
ン
コ
ー
ス
で
の
写
真
展
示
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
津
幡
駅
で
の
パ
ー

ク
＆
ラ
イ
ド
を
推
進
す
る
た
め
に
定
期

利
用
者
を
対
象
と
し
た
駅
前
の
町
営
駐

車
場
の
優
先
割
当
や
、
駅
前
活
性
化
推

進
女
子
会
に
よ
る
森
本
駅
周
辺
の
見
ど

こ
ろ
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
も
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　IRいしかわ鉄道では、沿線の方々
や鉄道ファンの皆さんとのコミュニ
ケーションを目的に「いしてつ愛あー
るクラブ」を発足しました。現在、
IRいしかわ鉄道を応援してくださる
会員を募集中です。
　年会費は一般会員1000円、こども
会員500円で、会員になるときっぷ
購入時の割り引きなどに使用できる
マイレールポイントが貯まるほか、
IRオリジナルのフリーきっぷのプレ
ゼント、会員限定イベントへの招待
など、特典が盛りだくさん。IRいし
かわ鉄道ホームページの専用フォー
ムなどからお申し込みいただけま
す。ぜひご参加ください。

●問い合わせ　　
IRいしかわ鉄道

金沢市高柳町9の1番地1  
TEL  076（256）0560

いしてつ愛あーるクラブ

■ 一般会員用 ■ こども会員用

駅
で
は　
　
　
　

が
盛
り
だ
く
さ
ん

駅
で
は　
　
　
　

が
盛
り
だ
く
さ
ん

電
車
に
乗
っ
て
見
に
行
こ
う
！

イ
ベ
ン
ト

県内すべてのJR駅でリー
フレットを配布

東金沢駅コンコースを活用し、
学生の作品を展示

森本駅周辺の観光マップを
配布し、地域振興に一役森本駅で開いた朝市では赤ずいきや金時草などを販売

ishikawa-railway.jp/
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北
陸
新
幹
線

開
業
ま
で
1
カ
月

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
高
ま
る
期
待

始
発
は
午
前
６
時
00
分

　

３
月
14
日
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
時
の

運
行
ダ
イ
ヤ
が
昨
年
12
月
、
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
始
発
は
午
前
６
時
ち
ょ
う
ど
に
金
沢
駅

を
出
発
す
る
最
速
列
車
「
か
が
や
き
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。
同
列
車
に
乗
れ
ば
午
前
８
時

32
分
に
は
東
京
駅
に
到
着
で
き
、
午
前
中
か

ら
十
分
に
東
京
観
光
を
楽
し
ん
だ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
始
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
行

ダ
イ
ヤ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
最
終
は
東
京
駅
を
午
後
９
時
４
分

に
出
発
。
日
帰
り
で
も
12
時
間
以
上
滞
在
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
今

ま
で
以
上
に
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
立
て
ら

れ
ま
す
。

石
川
県
に
と
っ
て
新
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
が
い
よ
い
よ
残
り
1
カ

月
あ
ま
り
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
の
運
行
ダ
イ
ヤ
も
発
表
さ
れ
、
開
業
に
向
け

て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
進
む
中
、
期
待
の
声
は
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

TOPICS

1

列車名 金沢発→東京着
500号 6:00 8:32
502号 7:00 9:32
504号 7:47 10:20
506号 8:42 11:16
508号 10:12 12:44
510号 16:38 19:12
512号 17:52 20:24
514号 18:51 21:19
516号 19:39 22:12
518号 21:00 23:32

列車名 東京発→金沢着
501号 6:16 8:46
503号 7:20 9:54
505号 8:36 11:10
507号 9:32 12:06
509号 10:32 13:00
511号 16:24 18:58
513号 17:24 19:56
515号 18:24 20:58
517号 19:24 21:56
519号 21:04 23:35

●東京方面
【かがやき発着時刻】

●金沢方面

※ 開業日から6月末までは毎日3往復程度の臨時列車「かがやき」が運行。上記のほか、
「はくたか」（停車タイプ）が金沢̶東京間で毎日おおむね1時間に1本、計14往復運行。

見学会では、試運転中の新型車両W7系も見ることができました

10
外観イメージ

見
学
会
も
大
盛
況

　

開
業
を
待
つ
新
幹
線
金
沢
駅
舎
の
注

目
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月

に
見
学
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
定
員

１
０
０
０
人
に
対
し
、
約
５
倍
の
応
募
が

あ
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
12
月
に
も
見
学
会
を
実
施
。

３
５
０
０
人
以
上
の
方
々
が
足
を
運
び
、
金

箔
を
施
し
た
柱
が
立
ち
並
ぶ
ホ
ー
ム
や
県

内
の
伝
統
的
工
芸
品
30
品
目
２
３
６
点
で

壁
面
を
飾
っ
た
待
合
室
な
ど
”本
物
“の
魅

力
が
満
載
の
駅
舎
を
一
足
先
に
楽
し
み
ま

し
た
。

　

改
札
を
出
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
東
口
広
場

と
西
口
広
場
を
つ
な
ぐ
コ
ン
コ
ー
ス
も
、
伝

統
的
工
芸
品
を
活
用
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
陶
壁

や
鼓
門
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
門
型
柱
24
本
（
12

対
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
人
間
国
宝

や
芸
術
院
会
員
な
ど
県
内
を
代
表
す
る
作

家
の
作
品
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に

合
わ
せ
、
県
外

か
ら
の
お
客
さ

ま
に
分
か
り
や

す
い
よ
う
、
東

口
が
「
兼
六
園

口
（
東
口
）」、

西
口
が
「
金
沢

港
口
（
西
口
）」

へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
ほ
か
、
新
し
い
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
進
め
て
お
り
、
受

け
入
れ
準
備
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

石
川
ら
し
さ
で
お
迎
え

　

北
陸
新
幹
線
で
来
ら
れ
た
方
々
を
歓
迎

す
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
開
業

日
は
和
装
姿
の
方
々
や
関
係
者
な
ど
が
出

迎
え
、
コ
ン
コ
ー
ス
や
も
て
な
し
ド
ー
ム

で
は
金
沢
芸げ
い

妓ぎ

の
踊
り
、
加
賀
鳶と

び

、
御ご

陣じ
ん

乗じ
ょ

太
鼓
、
山
中
節
な
ど
県
内
各
地
の
伝
統

芸
能
を
披
露
し
、
石
川
の
魅
力
を
伝
え
ま

す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
「
旅
立
ち
を

祝
う
花
」
で
あ
る
石
川
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

フ
リ
ー
ジ
ア
「
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
」
を

３
万
本
使
っ
て
金
沢
駅
を
飾
る
計
画
も
あ

り
、
開
業
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
全
国
植
樹
祭
（
5
月
、

裏
表
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
を

は
じ
め
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス

タ
ー
ズ
（
9
月
）

や
金
沢
マ
ラ
ソ

ン（
11
月
）な
ど
、

数
々
の
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
、
開
業

後
の
盛
り
上
が

り
に
も
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

ワクワク、ドキドキ
北陸新幹線に期待の声

「アクセスがよくな
り、身近になること
で、首都圏の人たちに
も学生の街としての金
沢の魅力をもっと知っ
てほしいです。もちろ
ん、金大祭にも遊びに
来てください！」

大学祭を盛り上げる
金沢大学サークルSの皆さん

田中晴菜さん、
樫田このみさん（金沢市在住）

「新幹線を使えば東京まで2時間半ほど！友達と
テーマパークに遊び
に行きたいですね。
石川に来られた方に
は、ぜひおいしいお
魚を食べてほしいと
思います」

寺地さんご一家（小松市在住）

「息子が電車が大好き
で、北陸新幹線の開業
を本当に楽しみにして
いました。完成した
ら、ひいおばあちゃん
も連れて、家族４世代
で東京観光に出かける
計画を立てています」

オーストラリアからの
留学生の皆さん

「石川県には、ひがし茶屋街や兼六園、能登の祭り
など大好きなものが
いっぱい。海外の人
たちにも、東京や京
都だけでなく、新幹
線で金沢にも気軽に
足を運んでほしいで
すね」

北陸新幹線の車両や駅舎、これまでの歩み、開業に向けた
取り組みを紹介する動画をインターネットで配信しています。

検索カウントダウン北陸新幹線金沢開業

鑑賞する楽しみもある待合室

エアリーフローラで飾るコンコース（イメージ）
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３
月
７
日
、お
披
露
目！

「
玉
泉
院
丸
庭
園
＆
橋
爪
門
」

金
沢
城
公
園 

N
E
W
S

　

玉
泉
院
丸
庭
園
は
、
加
賀
藩

３
代
藩
主
・
前
田
利
常
が
２
代

藩
主
・
利
長
の
正
室
「
玉
泉

院
」
の
屋
敷
跡
に
作
庭
を
始
め

た
庭
園
で
す
。
発
掘
調
査
や
絵

図
、
文
献
史
料
で
、
趣
あ
る
石

垣
を
取
り
込
ん
だ
高
低
差
22

メ
ー
ト
ル
の
立
体
的
で
他
に

類
を
見
な
い
池ち

泉せ
ん

回
遊
式
の

大
名
庭
園
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
て
お
り
、
海
に
見
立
て
た

池
の
周
り
を
巡
り
な
が
ら
自
然

の
景
色
を
楽
し
む
江
戸
後
期
の

庭
の
姿
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

庭
園
に
は
、「
玉
泉
院
」
に

ち
な
み
命
名
し
た
「
玉
ぎ
ょ
く

泉せ
ん

庵あ
ん

」

を
設
置
。
庭
園
を
観
賞
し
な
が

ら
、
抹
茶
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
上

生
菓
子
が
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
時
間
に
よ
っ
て
色
合
い
が

変
化
す
る
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
週
末

を
中
心
に
行
い
、
新
た
な
夜
の

魅
力
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

橋
爪
門
は
藩
主

の
住
ま
い
で
あ
り
、

政
務
を
司
つ
か
さ
どる
場
所

で
あ
っ
た
二
の
丸

御
殿
に
至
る
最
後

の
門
と
し
て
、
通

行
で
き
る
者
を
厳

し
く
規
制
す
る
な

ど
、
城
内
で
も
最

も
格
式
の
高
い

門
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
一

の
門
と
二
の

門
と
の
間
の

枡ま
す

形
は
三
御

門
（
石
川
門
、

河
北
門
、
橋
爪
門
）
の
中
で
最
も
広
く
、
二
の
門
に
は
番
所

が
置
か
れ
、
通
路
に
は
戸と

室む
ろ

石い
し

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
か
ら
約
３
年
間
に
及
ぶ
工
事
も
大
詰
め
を
迎
え
、

３
月
に
は
「
金
沢
城
三
御
門
」
が
そ
ろ
い
、
江
戸
後
期
の
三

の
丸
一
帯
の
景
観
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
、

県
で
は
、
鼠ね
ず
み
た
も
ん

多
門
と
鼠
多
門
橋
の
復
元
を
視
野
に
入
れ
た
次

期
整
備
計
画
の
検
討
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
金
沢
城
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

TOPICS

2

▲玉泉庵の茶室は茶会をはじめ多彩な文化的行事にもご利用いただけます
※県金沢城・兼六園管理事務所までお問い合わせください
　（TEL076-234-3800）

※県金沢城・兼六園管理事務所までお問い合わせください
　（TEL076-234-3800）

▲ニの門の2階は、イベントや展示にもご利用いただけます

▲兼六園に対し玉泉院丸庭園は藩主の私的な内庭

▲ライトアップは日没から21時まで実施

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
合
わ
せ
、

整
備
が
進
む
金
沢
城
公
園
の
玉
泉
院
丸
庭
園
と

橋
爪
門
が
今
年
３
月
７
日
に
完
成
し
ま
す
。

県
都
金
沢
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
金
沢
城
に

新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

玉泉院丸庭園 ぎょくせんいんまるていえん

「玉泉庵」で庭園を眺めながら一服

橋爪門 はしづめもん

金沢城三御門そろい踏み

番所

● 問い合わせ

県公園緑地課………TEL 076（225）1772
12

「
小
松
空
港
」が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

よ
り
便
利
に
、よ
り
快
適
に

新
幹
線
開
業
後
も

羽
田
便
の
便
数
を
維
持

　

石
川
県
の
空
の
玄
関
口
・
小

松
空
港
で
は
、
利
便
性
の
維

持
・
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
小
松

－

羽
田
便
を
運
航
す

る
日
本
航
空
と
全
日
本
空
輸
は

北
陸
新
幹
線
開
業
後
も
便
数
を

維
持
す
る
予
定
で
、
今
年
３
月

29
日
か
ら
の
夏
ダ
イ
ヤ
で
も
、

両
社
と
も
１
日
６
往
復
運
航
し

ま
す
。

　

運
賃
面
で
は
早
期
購
入
割
引

の
割
引
率
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

羽
田
空
港
な
ど
を
経
由
し
て
各

地
の
空
港
を
目
指
す
乗
継
利
用

時
に
は
全
国
37
路
線
（
平
成
27

年
2
月
時
点
）
で
お
得
な
割
引

料
金
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
北
陸
新
幹

線
で
金
沢
に
来
て
加
賀
を
観
光

し
て
小
松
空
港
か
ら
帰
路
に
つ

く
な
ど
、
鉄
道
と
航
空
を
組
み

合
わ
せ
た
周
遊
型
の
旅
行
商
品

づ
く
り
を
支
援
。
お
互
い
の
相

乗
効
果
を
生
み
出
す
取
り
組
み

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

空
港
前
駐
車
場
の

１
日
料
金
を
値
下
げ

　

空
港
前
の
駐
車
場
の
１
日
料
金

に
つ
い
て
も
、
今
年
３
月
１
日
よ

り
、
第
２
駐
車
場
が
８
０
０
円
か

ら
５
０
０
円
、
第
１・
３
駐
車
場

が
６
０
０
円
か
ら
４
０
０
円
と
大

幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
予
定
で
あ

り
、
小
松
空
港
を
利
用
す
る
旅

行
や
出
張
は
、
今
ま
で
以
上
に

便
利
に
な
り
ま
す
。

タ
イ
―
小
松
間
で

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航

　

小
松
空
港
で
は
、
国
際
化
も

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

10
月
と
年
末
年
始
に
は
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
―
小
松
間
で
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
、
こ
の
２

月
に
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
タ
イ
の
旅
行
雑
誌
社

を
招
い
て
県
内
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
り
、
現
地
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
で
観
光
P
R
を
し
た

り
す
る
な
ど
、
多
様
な
情
報
の

発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

経
済
成
長
が
著
し
い
東
南
ア

ジ
ア
と
石
川
を
結
ぶ
動
き
に
拍

車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

TOPICS

3

　航空機の離発着を間近に
見られる小松空港展望デッ
キでは現在、3月9日のお披
露目に向けて改修工事が進
められています。リニュー
アル後は、コンクリート
だった地面が、ぬくもりあ
るウッドデッキとなり、
フェンスの形状は金網から
見やすいワイヤに変更しま
す。入場料も無料になりま
す。メンバーズラウンジも
スペースを拡大し、席数も
26席から42席に増加。メー
ルプリントのサービスも始
まり、より快適に利用でき
ます。さらに、国際線駐車
場からターミナルビルまで
の歩行者用ルーフも整備中
で、今年度中の完成を予定
しています。

3月9日　展望デッキがリニューアル

▲航空ファンはもちろん、家族連れやカップルにもおすすめ
の展望デッキ

▲国際線駐車場からはルーフを整備し、雨天時なども利用
しやすくなります

● 問い合わせ

県空港企画課
TEL 076（225）1338
　北陸エアターミナルビル
TEL 0761（23）6111　

国内線、国際線ともに
利便性が高まっている
小松空港
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smile 石川のボランティア　
「
E
S
V
」は
、
金
城
大
学（
白
山
市
）の

学
生
が
結
成
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
講
義

の
空
き
時
間
を
利
用
し
、
市
内
の
４
つ
の

小
学
校
を
訪
問
し
て
発
達
障
害
の
あ
る
児

童
の
学
習
支
援
や
授
業
の
補
助
を
し
た
り
、

運
動
会
で
の
見
守
り
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
「
昼
休
み
に
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と

も
多
い
で
す
よ
」と
、笑
顔
で
教
え
て
く
れ

た
の
は
副
部
長
の
山や
ま

本も
と

麻ま

結ゆ

さ
ん
。
通
い

始
め
た
当
初
は
児
童
と
の
距
離
を
感
じ
て

も
、
訪
問
す
る
間
に
少
し
ず
つ
打
ち
解
け

て
い
く
そ
う
で
、
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け

る
笑
顔
が
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

宝
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
中
心
は
社
会
福
祉

学
部
に
通
う
学
生
で
す
。「
将
来
は
、
特
別

支
援
学
校
の
先
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

児
童
と
触
れ
合
う
中
で
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、

卒
業
後
に
も
役
立
つ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

部
長
の
水み
ず

上か
み

鈴れ
い

菜な

さ
ん
が
こ
う
話
す
よ
う

に
、サ
ー
ク
ル
を
通
し
て
、学
生
た
ち
は
た

く
さ
ん
の
経
験
を
重
ね
て
い
る
よ
う
で
す
。

学
生
が
小
学
校
を
訪
問
し

学
習
を
サ
ポ
ー
ト

か
わ
い
い
笑
顔
が
宝
物

心
ほ
ぐ
す
石
川
弁
が

一
番
の「
お
も
て
な
し
」

金城大学
サークルESV
（白山市）

部員の北出菜摘（きたで なつみ）さんは、「“身近な先生”として気軽に接
してくれるのがうれしいです」とやりがいを話します

メンバーは現
在15人。1年
生部員を募集
中です

　
兵
庫
で
生
ま
れ
育
ち
、京
都
で
学
び
関
西
弁
に
慣
れ
親
し
ん
だ
私
で
す
が
、今
で
は
す

っ
か
り
石
川
弁
が
板
に
つ
き
、身
も
心
も
石
川
県
人
で
す
。少
々
荒
っ
ぽ
い
感
じ
の
関
西

弁
に
比
べ
て
、石
川
弁
は
言
葉
だ
け
で
な
く
リ
ズ
ム
も
柔
ら
か
。

　
そ
う
そ
う
、副
知
事
と
し
て
石
川
県
に
来
た
ば
か
り
の
真
冬
の
寒
い
日
、「
キ
ン
カ
ン
ナ

マ
ナ
マ
」
と
い
う
言
葉
に
戸
惑
っ
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。「
金
沢
で
は
キ
ン

カ
ン
を
生
で
食
べ
た
か
が
朝
の
あ
い
さ
つ
代
わ
り
？
」と
不
思
議
に
思
い
、
そ
れ
が
冷
え

込
ん
で
つ
る
つ
る
に
な
っ
た
圧
雪
の
路
面
を
指
す
石
川
弁
だ
と
知
っ
て
本
当
に
驚
き
ま

し
た
。

　
方
言
や
訛な

ま

り
は
、そ
の
土
地
が
育
ん
で
き
た
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。今
年
３
月
か
ら
能

登
を
舞
台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説『
ま
れ
』
が
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
使

わ
れ
る
能
登
の
方
言
が
、ド
ラ
マ
の
面
白
さ
を
さ
ら
に
高
め
る
だ
ろ
う
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、ヒ
ロ
イ
ン
を
務
め
る
女
優
・
土つ

ち

屋や

太た

鳳お

さ
ん
の
お
気
に
入
り
は
、か

わ
い
ら
し
く
言
う
「
や
ー
わ
い
ね
」
だ
と
か
。否
定
す
る
に
し
て
も
決
し
て
人
を
拒
絶
し

な
い
、温
か
み
の
あ
る
こ
の
言
葉
が
、能
登
の
優
し
い
人
情
と
素
朴
な
風
土
を
全
国
の
お

茶
の
間
に
届
け
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
元
と
し
て
は
そ
ん
な
土
屋
さ
ん
ら
を
、ま
ず
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と
で
応
援
し
た
い
で

す
ね
。大
河
ド
ラ
マ『
利
家
と
ま
つ
』で
記
録
し
た
石
川
県
内
の
驚
異
的
な
視
聴
率
を
、ぜ

ひ『
ま
れ
』で
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、３
月
に
は
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、県
外
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ま
が
お
見
え

に
な
り
ま
す
。県
民
一
人
ひ
と
り
が
、肩
に
力
を
い
れ
ず「
あ
ん
や
と
」「
ま
い
ど
さ
ん
」な

ど
の
普
段
着
の
言
葉
と
笑
顔
で
出
迎
え
る
こ
と
が
、人
の
気
持
ち
を
自
然
と
ほ
ぐ
し
、石

川
の
魅
力
を
伝
え
る
一
番
の「
お
も
て
な
し
」に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●問い合わせ

金城大学 サークルESV
顧問・社会福祉学部教授 平口 真理
TEL 076(276)4400（代）

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット

部員の部員 北出菜北出菜摘（き摘（きたで ななつみ）さ）さん 「は 「 身近“身近な先生な先生”として気軽気軽に接接
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金沢市金石本町ロ55
TEL076（267）7744
　
● 開館時間／午前9:00～午後5:00
● 休館日／12月1日～4月末の毎週火曜
 （祝日の場合は翌日）、5月1日～11月末は無休
● 入館料／大人500円、小中高生350円
　※付属館の「銭五の館」と共通
　 www.zenigo.jp/

1
／
4
ス
ケ
ー
ル
の
北
前
船
を
展
示

銭
五
の
偉
業
と
足
跡
た
ど
る

　

江
戸
時
代
後
期
、
大
小
合
わ
せ
て
２
０
０
隻
あ
ま
り

の
船
を
所
有
し
、
北
前
船
交
易
で
莫ば

く
だ
い大

な
富
を
築
い

た
銭
屋
五
兵
衛
。「
石
川
県
銭
屋
五
兵
衛
記
念
館
」
で

は
、
現
在
の
金
沢
市
金
石
町
に
生
ま
れ
、「
銭
五
」
の

略
称
で
親
し
ま
れ
る
豪
商
の
生
涯
と
偉
業
を
、
数
々
の
展

示
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
銭
五
が
金
沢
仏
壇

と
美
川
仏
壇
の
職
人
に
命
じ
て
あ

つ
ら
え
た
大
き
な
仏
壇
、
現
代
に

も
通
じ
る
経
営
セ
ン
ス
を
発
揮
し

た
銭
五
が
残
し
た
家
訓
、
愛
用
の

遠
眼
鏡
な
ど
、
目
を
引
く
貴
重
な

展
示
品
が
目
白
押
し
。
中
で
も
、

館
内
中
央
に
あ
る
北
前
船
の
模
型

は
必
見
で
す
。
こ
れ
は
、
加
賀
藩

と
の
強
い
結
び
付
き
を
示
す
藩
公

認
の
御お

手て

船せ
ん

「
常じ
ょ
う豊ほ
う丸ま
る」
を
１
／

４
サ
イ
ズ
で
再
現
し
た
も
の
で
、

ボ
タ
ン
を
押
す
と
船
体
が
ゆ
れ
て

帆
が
は
た
め
き
、
北
前
船
に
乗
り

込
ん
だ
気
分
を
体
験
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
生
涯
を
振
り
返
る
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
見
ど
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
銭
五
は
茶
道
や
俳
句
、
漢
詩
な
ど
に
秀
で
た

文
化
人
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
館
内
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
実
施
。
２
月
13
日
ま
で
は
金
沢
市
在
住

の
蔦つ

た

健け
ん
ぞ
う三
さ
ん
の
作
品
を
集
め
た
「
洋
画
家
の
墨
画

展
」、
２
月
15
日
〜
3
月
29
日
ま
で
は「
北
前
船
が
運
ん

だ
笏
し
ゃ
く
谷だ
に
石い
し  

現
代
に
蘇
よ
み
が
える
ふ
く
い
ブ
ル
ー『
器
』展
」を

開
催
し
ま
す
。

健民海浜公園
犀
川

銭屋五兵衛
記念館 金沢西署

金沢外環状道路
海側幹線

至金沢港↑

至白山市 ↑

交通アクセス

銭屋五兵衛が、海運業に乗り出したのは39歳の時でし
た。五兵衛は抜群の才覚で海運業を発展させ、加賀藩
の金融経済にも多大な貢献をしました。晩年は藩の食
糧難を改善するため、河北潟を埋め美田にする干拓事
業に着手。しかし、周辺住民に発生した中毒事故の責
任をとらされて投獄され、獄中で80歳の生涯を
閉じました。ただ、この事件は反対派による陰
謀であることが分かっていて、五兵衛のふるさ
と発展に尽くした偉業は今でも色あせることは
ありません。

郷土の繁栄を願った“海の百万石”
“ふるさと”お宝キーワード 銭

ぜ に

屋
や

五
ご

兵
へ

衛
え

▲ 弘化2（1845）年建造の常豊丸の模型。実物完成当時、銭五は「日本一の船玉」と自画自賛したと言われています

▲ 銭五の生い立ちや、当時の豪商たちを紹介したコ
ーナー「五兵衛生い立ちの背景」

▲ 茶の湯に親しんだ銭五にちなみ、隣接する銭五の
館で5月と11月に茶会を催しています
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

　今年5月17日（日）、小松市の木場潟公園や憩いの森を会場に「第
66回全国植樹祭」を開催します。全国植樹祭は、例年、天皇皇后
両陛下ご臨席のもと開催される国土緑化運動の中心的な行事で、
石川県で開催されるのは 32 年ぶり2 回目です。県では、「木を活
かし　未来へ届ける　ふるさとの森」を大会テーマに、森林の役
割を再認識し、森林の保全整備と、それを支える森林資源の利用
拡大の重要性を発信する大会として準備を進めています。
　小松市のサイエンスヒルズこまつで行われる式典音楽隊公開練習
会など、県内各地で関連イベントが開かれ、当日にはサテライト会
場の設置を予定しています。ぜひ足を運んでみてください。

● 問い合わせ
第66回全国植樹祭石川県実行委員会事務局
（県農林水産部全国植樹祭推進室内）
TEL076（225）1671
ホームページ　www.pref.ishikawa.jp/shinrin/syokuzyu/※式典への参加申込は終了しております。

式典会場のイメージ


